経営情報システムA　： 試験対策用レジュメ　‘11/07/21
http://www.komazawa-u.ac.jp/~takai/kyozai/managementINFO_TestRedume.doc

Ｉ． 「科学」とは「科学的知識」とは何か？
　　「科学革命」と呼ばれる、16-18世紀にかけてヨーロッパで起こった「知」の一大転換について、コペルニクス(ポーランド)、ケプラー(ドイツ)、ガリレオ(イタリア)、ニュートン(イギリス)等のなしたことを概観し、彼らが確立した科学的方法とは何かを科学哲学に準じて整理してみた。
今日、我々が、「科学的知識」と呼ぶものには、
　　・ 科学的： 信頼できる。しっかりしたものに裏打ちされた　・・・　という意味合いが含まれる。　一方、
　　・ 非科学的：占い、予言、超常現象 ･･･ 怪しげ、疑わしい。信頼に足る根拠が希薄である。
　　現代人に信頼を勝ちとった「科学的知識」、それを導く科学的方法には、次の３つの特徴がある。
SYMBOL 108 \f "Wingdings" \s 11 \h 還元主義（reductionism）
SYMBOL 108 \f "Wingdings" \s 11 \h 再現性(repeatability)

SYMBOL 108 \f "Wingdings" \s 11 \h 反証可能性(refutability)

 (i) 還元主義： 次の２つの方法で、扱う対象を単純化して捉える
・問題を分割： 観察する側面を限定する → コントロールされた環境下で、実験しやすい
・説明の単純化： 簡潔な表現で説明する → 数学的モデルやシミュレーションモデルで表現する
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(ii) 再現性： 実験により、繰返しテスト可能
　　　→厳密に同じ実験条件を設定してやれば、誰でも、どこでも、何回でも、同じ結果が確認できる。
　　　→信頼性が高い：安心して受け入れられる→実験に基づかない評論家的な言は科学的とは言えない。
(iii) 反証可能性： 事実に反していないか、常に厳しいテストに晒される。
　　例)　「光」の性質に関する論争
・ニュートンの光粒子説： 17C当時主流だった波動説：光は波である、に対し、粒子説：光は粒子を主張。
・アインシュタインの光子説： 光は波であると同時に光量子(photon)という粒子としての性質を持つ。
    　　　⇒ 1919/5/29 英国の調査隊が、ブラジル山中で皆既日食の際に、太陽付近での恒星の光の屈曲を

観測することで、アインシュタインの光子説の正しさを実証。偉大なるニュートンの説は、反証された。
ＩＩ．システム論的アプローチ
20世紀半ばには、物理学や化学よりも、より大規模かつ複雑な対象を扱う諸分野においては、「還元主義」に基づく科学的方法のみでは不十分ではないか？という疑問が生じ、フォン・ベルタランフィによる「一般システム理論」(1945年)、ウィーナーの「サイバネティクス」(1948年)、シャノンの「情報理論」(1947年)などの－連のシステム論的アプローチの必要性が意識された。 

システムとは、
 ・L.von ベルタランフィ(1968)：相互に作用しあう要素の集合、全体は部分の総和以上のもの
 オーガナイズ(組織化)された複雑性をもつものである。
・H.A.サイモン(1969, 1981)：複雑なシステムとは、単純でない仕方で相互に関連しあう多数
の部分から成り立つもの、全体は部分の合計以上のものである。
↓
　　システム思考とは、「創発性と階層性」＋「通信と制御」 に注目して問題を捉えること。
ＩＩＩ．コンピュータの出現
　　・チューリング・マシン：　アラン・チューリング（Alan Mathison Turing 1912-1954）
・ノイマン型コンピュータの原理： ジョン・フォン・ノイマン(John von Neumann 1903-1957）
・デジタル回路設計、情報理論： クロード・シャノン（Claude Elwood Shannon 1916-2001）
　　コンピュータと情報科学の成立に多大な貢献をした偉人達の仕事を概観し、コンピュータの

原始モデル：チューリング・マシンと、その動作規則を表現するオートマトン・モデル に触れた。
＜オートマトン・モデル： 30円切符自販機の例＞　

　　10円玉と50円玉のみを受けつけ、30円切符のみを売る自販機のモデルを考えてみる。

　・入力集合X={ 10円玉, 50円玉}　・出力集合Y={ (x, y) | x=切符の有無 ∧ y =お釣りの金額 }

　・状態集合C={ 0, 10, 20}･･･ 直前に切符とお釣りを出力した後、合計いくら投入されたか。








＜ノイマン型コンピュータの原理＞について。（→これらについて説明を求める問題があります）

　　・プログラム内蔵方式： 主記憶装置(メインメモリ)を備え、メモリには、データのみならず、

機械語のプログラム(機械の一連の基本動作を記述した命令書。各基本動作は二進数

の命令コードによって表わされる)も格納する。

　　・逐次制御方式： ＣＰＵ(中央処理装置)の制御装置は、メモリに格納されたプログラムの命

令コードを逐次読みだしては、解釈し、機械各部が命令通り動作するように制御する。
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上記の概念図で表される「コンピュータ」が得意とするのは、以下の４つの機能である。

○反復：高速演算 論理的思考を支援 

○保存：データベース 思考（情報）の標準化／体系化、そして再利用を支援 

○再構成：ワープロ、グラフィックス・ツール 感性的思考（情報）の記述と表現を支援 

○伝達：マルチメディア、インターネット、モバイル・コンピューティング情報の伝達を支援
ＩV．情報利用技術の進展

 日本における1960年代から今日に至る情報利用技術の進展について概観した．
（→ 以下のようなIT用語(略語)のなかから３つ程度を選択して、元の英語と簡単な解説を求める
問題があります。）
(a) MIS と OA   (b) FA と CIM・SIS   (c)  POS と SCM   (d) EC： BtoC と BtoB    

(e) デジタル・シグナル  (f) パケット交換  (g) ビットレート  (h) プログラム言語とソフトウエア

(i) イントラネット・エクストラネット　(k) TCP/IP　(ｌ) クライアント・サーバー (J) クラウド・コンピューティング
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状態遷移図： 丸印が状態、矢線で状態の遷移、矢線上に入力/出力 を表現
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